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＊育休中で子どもが満一歳になるまでは、上の子の保育園継続通園ができることになりました。来年 4 月からです。

�/�P������
�������� �å �� �D�^�q�C��

�Ò	í�è	ô
�������� �å ���� �D
C�æ

おにき・のぞみ

　「残念、無念、やりきれない、理不尽…次に私達に出来る事は何だろう」衆議院で安保法案が可

決されたときに、県議の横田えつこさんがブログに遺された言葉です。そして、9 月 17 日に参議

院でも強行採決されました。全国各地でまきおこった「9 条を壊すな」という叫びは届きません

でした。政府が憲法解釈を勝手に変えてしまえば、国民が憲法によって権力を律する「立憲主義」

が根底から覆ります。「民主主義とはなんだ」。この国の根幹

が問われています。

　安保法案反対の活動に動き回った夏。岡山市議会 9 月議会

においても、慎重審議を求める陳情が出されましたが、自民

党・公明党が否決しました。

　横田さんの眼差しは常に子どもに向いていました。「だれの

子どももころさせない」。諦めないで廃止へと追い込みます。
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　岡山市では、小学生への「自転車免許証」発行がはじまりまし

た。9 月25日に行われた箕島小学校 4 〜 6 年生の皆さんがスター

トでした。私が 6 月議会で提案したことでもあり、喜んで見学に

いきました。運動場に信号機や一時停止標識などが置かれ、実施

講習のあと、大森市長から子どもたちに免許証が手渡されました。

今年度は 6 校で行われました。

　私が暮らす京山学区では、「やさしく走ろう京山」の活動が進

められています。また、9 月は交通安全県民運動期間でもあり、

総勢 60 人の地域の皆さんによる自転車ルール啓発がありました。

自転車の法律がかわりました。信号の渡

り方、一時停止など、大人もきちんと学

びたいです。あわせて、道の整備など環

境面も整えていきたいです。

写真：加藤晋平
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のぞみ日誌から

「みどり岡山」のホームページをご覧下さい！  http://midori-okayama.org/

＊「ヘイトスピーチに対する取組の充実強化を求める意見書」が国に出されます。陳情が全会一致で可決されました。

おにきのぞみ／ 9 月議会質問から

『疎開生活絵巻』を岡山市立全小学校に寄贈

　『疎開生活絵巻』は、
石田米子（岡山大学名誉
教授）さんが 10 歳のと
き、疎開先での生活を描
いていたものを 70 年の
時を経て発刊したもので
す。8 月 28 日に山脇健教育長に手渡し、岡山
市内の市立小学校 91 校に寄贈しました。

市民ネットで、4 区役所を視察

　9 月議会終了後、市民ネットでは区役所をま
わり、各区の特色をいかした区づくりの進捗状
況や区づくり推進事業、区の課題などについて、
区長をまじえてお話をうかがいました。新築さ
れた南・東区役所の屋上に設置された太陽光パ
ネルについても視察しました。

カバヤお仕事体験 ＆ ヤクルト工場見学など

　チューリップの会（支援を必要とする子どもの
社会参加を考える会 in 京山）が行っているカバヤ
お仕事体験にこの夏も参加をし、皆さんから学
びをしっかりいただきました。秋には岡山和気
ヤクルト工場見学と県自然保護センター散策を
ご一緒し、楽しい時間を過ごしました。

　　「若者を戦場に送ってはならない
　　　　〜元自衛隊員からの訴え〜」

　9 月 12 日、 井 筒 た か お
さん（元自衛隊レンジャー
部 隊 ）を 講 師 に 市 民自治
講座を行いました。写真の
日の丸への寄せ書きはレン
ジャー部隊への試験に通った時のものです。厳
しいレンジャー部隊の訓練から、PKO 法の実態
や安保法制の危険性など。聞いたことがない話
ばかりで、若い皆さんに聞いてほしいです（み
どり岡山 YouTUBE で録画配信中）。

日本女性会議 2015 倉敷

　10 月 9 〜 10 日と参加。
分科会は 32 年の日本女性
会議史上はじめてのセク
シュアル・マイノリティ分
科会「ありのままを生きら
れる虹色社会に～人の数だ
け性がある～」に。当事者の皆さんを中心にし
たパネルディスカッションから、現状や課題な
どが浮き彫りに。素晴らしい分科会でした。

☆切れ目のない子育て支援を。産後ケア事業について
　岡山市の産後ケア事業のなかに、岡山
市民病院での「産後ケア入院」と「シル
バー世代産前産後応援事業（家事・育児
支援にシルバー世代の派遣）」がありま
す。あまり知られていないので、積極的
に広報を。また、高い費用がかかる「産
後ケア入院」に、倉敷市のような助成が必要です。
　妊娠期からの切れ目のない子育て支援について、その進
捗状況をお尋ねしました。岡山版ネウボラの仕組みを作っ
ていただきたいです。

☆人口ビジョン（地方創生） と ふるさと住民票について
　全国 8 市町村などが呼びかけている「ふるさと住民票」
制度。住民票のある一つの自治体からだけ住民サービスを
受けるのではなく、元居住者やふるさと納税を行った人、
災害による避難者の方など、多様な背景をもつ人たちに発
行するもの。まちづくりに参加する機会や行政サービスを
提供して柔軟な関係をつくり、地域を活性化するものです。
国の地域創生は上からの押し付け。人や自然も含め、地域
資源を最大限に生かした地域経済活性化が必要です。

☆新斎場について
　岡山市北区富吉を候補地とする新斎場。地元の「火葬場
について考える会」の皆さんは、８月 17 日に 3,734 名の
署名とともに産業廃棄物処分場跡地への火葬場建設につい
て反対する請願書を岡山市長に出されています。
　岡山市が行っている環境影響調査等において、広大な面
積にボーリング調査数が少ない。地元の方の不安払拭には、
トレンチ調査という溝を掘る断面調査を行うべきと質問し
ました。岡山市はガイドラインで決まっているからという
上から目線ではなく、住民の立場からの調査が必要です。
※情報漏洩を防ぐことができないなど、マイナンバー関連の 4 つの
　条例に反対しました。

　質問項目
１ 岡山市人口ビジョン、まち・ひと・しごと
　 創生総合戦略
２ 男女共同参画、子育て支援について
３ ふるさと住民票について
４ マイナンバーについて
５ 新斎場について
６ 水源地保全条例について

横田えつこさん、安らかにお眠りください

　10 月 10 日、横田えつこ県議会議員が
天に召されました。病名は骨髄異形成症
候群です。★「現場に足を運ぶこと」「課
題を自らの血や肉にすること」。私が議員
になった時に横田さんからいただいた言
葉です。★横田さんに出会えた喜びに感謝しています。

7 月   世田谷区へ産後
ケアセンターの視察


